
東大寺
転害門の調査

調査の経緯 この調査は、文化庁が東大寺11日害門1/10

模型製作のために設置した調査用足場を利用し、当研究

所と財団法人文化財建造物保存技術協会が共同でおこな

ったものである。

il伝害門は奈良時代に建立された東大寺の西而北門であ

る。建久六年 (1185)に大改造がなされ、現荘の姿はこ

の改造後の姿である。昭和 7年に、解体修理がなされる

が、この II~の詳しい知見を示した資料が刊行されておら

ず、 11伝害門について記されたものの殆どが、概説的な説

明にとどまっているのが現状である。そこで、今回の調

査では、詳細な部材調査をおこない、基礎的なデータの

作成と、!伝害門の歴史的考察をおこなった。98年度には

調査報告曹の刊行を予定しており、ここではその概要の

図1 転害門断面図 1 : 200 (文化庁所寵)

みを述べる。 図2 転害門全京

基壇現在の基壇は鎌倉時代につくられた花筒岩製の壇 に改造されたことは従来からまnられている。これは、肘

上積基砲で、鎌倉時代以後も幾度かの修理を経ている。 木や斗のかたち、改造l時に補入された通し)Jす木の木Jj，lの

文化庁所蔵の昭和 7年の修理!前の平面図には、現基坦下 かたちからもあきらかである。

から発見された凝灰岩の石列が昔・き込まれており、 当初 奈良時代の)jす木は下端の1111*泉が緩い山線で、上而に笹

は凝灰岩を使用した基壇と推定される。 繰をもっ。鎌倉H守代の肘・木は下端の1111線が円弧に近いIlll

柱 柱は円柱で、頂音11に綜をもっ。柱の長さは全てが同 線で、その差は明確である。JH木は主として、母屋桁筋

ーでなく、隅の柱を一番長くするいわゆる|判延びをもっ。 と東側柱筋上に当初材を使用し、その他では鎌倉時代の

また、側柱が内側に少し傾くように立てられていた痕跡 部材を使用する。手先の秤JJナ木にくわえて、四面の壁刊

があり 、当初は内転びをもっていた。しかし、後の修理 のJH木も鎌倉時代に新制されている。壁付の肘木は当初

|侍に真っ直ぐに立つように矯正されている。 の平三斗のものを使用することも可能のようだが、平三

柱間装置現在は棟筋中央聞を扉口、同脇間を壁とする 斗では虹梁との組合わせ上JN'木が上木としてつくられる

他はすべて開放としている。しかし、現在開放となって が、出組の場合は手先の肘木との組合わせでJN木は下水

いる柱問でも、柱や虹梁に残る痕跡から、ある|時期には でつくられるので、 当初jの肘木をそのまま使用すること

現在と異なる高さに貰が入れられたり、壁が設けられた はできない。そこで、鎌倉改造時には、組み合わせの欠

り、床も しくは天井が躍られたり 、本来の門の機能とし き込みのない母屋桁上と妻の株で使用されていた 4つの

では必ず しも必要でない施設が付加されている。この門 肘木を東側の壁付の)joJ'木と入れ替え、西側の肘木をすべ

が、手向山村l社 (束大寺八幡宮)の祭礼である転害会の て新制している。

際の御輿の御旅所として使用されていたことから、祭礼 斗は全体のバラ ンスや斗繰の111ゆilの迎いから当初材と

にかかわる機能にしたがった改造と考えられる。 鎌倉材との速いは明確である。鎌倉時代の斗にはJIl1斗を

現在の扉椛は鎌倉時代以降の形式と考えられる。礎石 もつ大仏様のものもあり、鎌倉H寺代に和様と大仏様の 2

の形状から創建当初も麿居敷が使用され、柱而に残る風 種類の斗が{jf:)刊され、大仏械の斗は科'.)J'1'木上で使用され

剣!差から柱に辺付が5密着していた形式に復原できる。 ている。また、これらとは明らかに災なって斗面の成が

組物 奈良時代には平三斗でつくられ、鎌倉時代に出組 著しく 高く て平安時代と忠われるの斗も見受けられる。
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図3 転害門軒下詳細 図4 転害門小屋内

桁・棟木 現存する当初の桁材は棟筋の化粧桁のみで、 され、母屋桁と棟木間をつなぐ古1I材がなくなったために、

他の材は鎌合l時代以降もしくは昭和lの材である。鎌倉時 東西の母屋桁問を繋材で繋いでいる。

代の桁材には二種類あり、ひとつは|料を丸く而取りした 犀恨の反りをつくる茅負 ・木負 ・野事l!木はすべて昭和|

長方形IfJr而で、実肘木や斗に乗る部分では下端の而iをと 修理時に取り替えられている。奈良県所蔵のIIfNu修理前

らずに直而にしている。もうひとつはいわゆる大仏桜の の断而図によれば、修理!前の野小屋内部は現状よりも若

もので、山桁のー古11に使用されており、強い胴張りをも 干広く、現状の姿は昭和修理でつくられたものであろう 。

つ断面形である。練木はケラパのみに円形断而の材を位 当初形式創建当初の姿は、枝問装iEは現在と 同じく棟

朋するが、いずれもH日和材である。鎌倉時代の懸魚には 筋IIJVcI出扉、 |百l脇ILU土壁、その他は開放であった。柱高

丸而取り長方形断而の棟木が取り付いた痕跡があり、 IIs は17尺で、)鹿賀は使用せず、顕買の成は現状より若干低

和修理H寺に円形断而に変更されたものである。 い。柱は間延び、内1伝ひ‘をもっ。組物は実肘木付平三斗、

小屋・軒まわり 内部の小屋構造は、お!l筋化粧桁上の束 梨椛は=t..l:では二重虹梁暮1I支形式で、内部では東立ち椛造

と実}Jt木でfì!l木を受け、化粧:!f~木上に野小屋をかける 。 とする。いわゆる三棟造で、桁・棟木は円形断而である。

llFfは二朝で地垂水の11¥は8尺、飛tf.Hs木の山は2.5尺で 地垂木の11.1は6尺と推定され、飛槍垂木の有無やその形

ある。垂水制は各柱上で手挟んで、中央問20支 (20尺)、 式は不rYJである。建物内部の地垂木では、板をWiったり 、

端問18支 (18尺)、すなわち l支 l尺としている。桁・ 壁を塗り上げるなどして一垂水上(垂水間)を塞いだ痕跡、

母屋練木のうちで、残存する当初材は棟筋の化粧桁の に乏しく、当初から何らかのかたちで、野地が垂木から

みであるが、化粧桁上が後補材で磁われているために、 離れてつくられていた可能性がある。

当初の垂木割を確認するにはいたらなかった。 鎌倉II~'、代 鎌倉期の改造 鎌倉H寺代の改造l時には、腰貰を入れ、頭

の桁を見る|浪りでは、現在の垂木制は鎌倉時代以降改変 1'1の成を高くする。組物をw組へ改造(大仏様と布li憶を

は見られない。また、現在のケラパのl.lIも鎌倉H寺代まで 併用)し、大仏桜木t:，¥.をもっ通UN木を入れる。桁材の

は遡ることが雌認できる。 うち側桁・母屋桁は丸而取り長方形断面の材に新調し、

飛tt垂木は、当初のものがなく、すべて鎌倉H守代以降 11.¥桁の-i111には大仏様の部材を使!日している。地垂木を

の材で、当初の形式は不明で、ある。 前に引き出して出を 8尺にし、下端のみをやや反りあげ

地垂水は少なくとも 4種類ある。ひとつは当初材で、 た飛椴*木をつくり、その/J_¥を2.5尺とする。

直径15cm前後の円形断而で、側桁より内側では方形の このように、 鎌倉WJの改造では利織の部材・と大仏機の

まま残し、持み部分の三枚納を残すものがある。垂木に j~1 1材が混在して使J!Jされている 。 これは、 表側にあたる

残る釘穴から、鎌倉時代の改造11寺に、地垂水が 2尺外へ 四而は当時最新の様式である大仏様を基調としたデザイ

引き出されたことが判明する。 ンで、背而側にあたる東而は当初材を使用しながら和様

鎌倉時代の垂木は丸く而をとった長方形である。鎌倉 を基調としたデザインで改造されたためであろう 。鎌倉

改造時から昭和修理p.の聞にも垂木の取り替えがおこなわ JVJの東大寺zの彼JM!.において、転害門の修理IIは、大仏殿の

れ、ある時期には小判型の断而の垂木が使用されている。 務慶にIIUに合わせるように緊急性をもっておこなわれ、

H百和修理!の|時には、規則的に 3本に l本の割合で新材に 前大門や西大門に先立って工事がおこなわれている。ま

取り替え、垂木尻をお!l木上で合掌に組んで、梢造的安定 た、建物の絡式を上げるためにl1.i*'lに改造されているこ

をはかつている。 とから、京都からの街道に対する正面の門として機能し

また、鎌倉時代の改造11寺に地垂水尻が化粧{i，!iからはず た可能性が考えられる。 (島田敏男/脱原調子t. ~i;)
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